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§１．研究開発実施体制 

 

（１）「梅津」グループ（早稲田大学） 

① 研究開発代表者：梅津 信二郎 （早稲田大学創造理工学部総合機械工学科 教授） 

② 研究項目 

・ミニロボット用デバイスを製造する 3Dプリンタの開発 

・ペロブスカイト太陽電池の開発 

・昆虫ミニロボットの適用フィールドの開拓 

・社会受容性の向上 

 

（２）「福田」グループ（理化学研究所） 

① 主たる共同研究者：福田 憲二郎 （（国研）理化学研究所創発物性科学研究センター 専任

研究員） 

② 研究項目 

・有機太陽電池の開発 

・有機太陽電池を搭載した昆虫ミニロボットの特性試験 

 

§２．研究開発成果の概要 

今年度は、災害時の利用を目的とした昆虫ミニロボットのスペック向上に関する研究を加速させ

るとともに、昆虫ミニロボットの適用フィールドの拡大を目的とした研究を開始した。スペック向上に

関する研究として、まず昆虫ミニロボットの表面に設置可能なデバイスを製造するための 3D プリン

タの開発を開始した。制御・通信デバイスは立体になるため、これらを統合したデバイスも立体にな

る。このことから、プリンテッドエレクトロニクスと 3D プリンタを併用してデバイスを製造することを想

定している。市販されている 3D プリンタはプラスチックのみ、または金属のみの立体を作製するこ

とに使用されるが、我々はプラスチックと金属から構成される構造物を作製可能な 3D プリント技術

を開発しており、デバイスの製造に活用する。 

 本研究では、災害時に必要な技術をミニロボットに搭載した上で、模擬災害現場での活躍の検

証を行う必要がある。この検証を行うにあたり、災害に関しての専門的な知識を有するエキスパート

や専門の学者の意見を聞きながら、実際に実験を行える環境を構築する必要がある。今年度は、

繋がりのある企業や自治体へのコンタクトを実施し、模擬災害実験を行う場所の確保、ミニロボット

の新しい活用方法の検証が可能なフィールドの確保を達成した。ミニロボットは、災害時以外の場

面での活躍も期待できることから、平常時における利用場面の模索を継続していく必要がある。来

年度以降も新しいフィールドの確保に向けた取り組みを継続していく。 
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